
学校番号 3014 

令和５年度 工業科（メカトロニクス系・ロボット工学専科） 

 

教科 工業 科目 
(選択) 

電子情報技術 
単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 359「電子情報技術」 （実教出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

情報技術基礎、電気基礎で学んだ事項と基礎をふまえ、さらなる応用として半導体素子、アナログ

回路、ディジタル回路、コンピュータ制御などの知識と技術を習得させる。 

 

 

２ 学習の到達目標 

電子技術に関する基礎的な知識と技術を習得する。 

習得した知識と技術を実際に活用できるようにする。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

電子情報技術に関す

る基礎的な知識と技

術に関心をもち，その

習得に向けて意欲的

に取り組むとともに，

実際に活用しようと

する創造的実践的な

態度を身につけてい

る。 

諸問題の解決をめざ

して自ら思考を深め，

問題解決方法を適切

に判断する能力を身

につけており，電子情

報技術を活用して情

報を処理・表現するこ

とができる。 

電子情報技術に関す

る基礎的な知識と技

術を理解し，電子情

報技術を利用した情

報の収集・処理・活

用のために必要な技

能を身につけてい

る。 

電子情報技術に関す

る基礎的な知識をも

ち，社会における情

報化の進展と情報の

意義や役割，情報化

社会に生きる技術者

としての使命を理解

している。 

評
価
方
法 

課題プリント，ノート

などの提出状況 

定期考査 

出席状況 

学習状況の観察 

 

課題プリント，ノート

などの提出状況 

定期考査 

出席状況 

学習状況の観察 

 

課題プリント，ノー

トなどの提出状況 

定期考査 

出席状況 

学習状況の観察 

 

課題プリント，ノー

トなどの提出状況 

定期考査 

出席状況 

学習状況の観察 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前 
 

期 

 

電
子
回
路
と
情
報 

第１章 情報の表し方 

１．アナログとディジタル 

２．数の表し方 

３．２進数の演算 

４．情報の表し方 

 

第２章 コンピュータの電子回

路 

１．電子回路の基礎 

２．論理回路と論理式 

３．フリップフロップとその応用 

 

第３章 コンピュータの機能と

構成 

１．マイクロプロセッサと処理

装置 

２．主記憶装置 

３．補助記憶装置 

４．入出力装置 

 

○ ○ ○ ○ a:電子情報技術に興味・関心を

もち、その活用について主体的

に取り組もうとする態度を身

につけている。 

b: 電子情報技術に思考を深

め、適切に判断し、表現する態

度を身につけている。 

c: 電子情報技術に利用方法を

身につけ、その技術を適切に活

用している。 

d: 電子情報技術に基礎的・基

本的な知識を身につけ、理解し

ている。 

提出状況 

定期考査 

出席状況 

学習状況

の観察 

 

後 
 

期 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御 

第５章 コンピュータ制御 

１．コンピュータ制御の概要 

２．インタフェース 

３．センサとアクチュエータ 

４．制御用ワンチップマイコン 

 

第６章 コンピュータの利用と

電子情報技術 

１．オペレーティングシステム 

２．コンピュータの処理形態 

３．コンピュータネットワーク 

４．マルチメディアと電子情報

技術 

○ ○ ○ ○ a:電子情報技術に興味・関心を

もち、その活用について主体的

に取り組もうとする態度を身

につけている。 

b: 電子情報技術に思考を深

め、適切に判断し、表現する態

度を身につけている。 

c: 電子情報技術に利用方法を

身につけ、その技術を適切に活

用している。 

d: 電子情報技術に基礎的・基

本的な知識を身につけ、理解し

ている。 

提出状況 

定期考査 

出席状況 

学習状況

の観察 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


